
【令和7年10月１日現在】

拠点

サテライト

拠点

サテライト

　集　い ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

－

事業所

住所

電話 0887-34-8991 FAX 0887-34-8990

E-mail

担当課室

電話 0887-32-0555 FAX 0887-35-1555

E-mail

～地域福祉政策課ホームページ掲載情報～

センターの名称 安芸市あったかふれあいセンター

安芸市庄之芝町3-3　2F

2ヶ所　江川サテライト（江川公民館）/下山サテライト（下山公民館）

月曜～木曜　午前9時～午後3時（希望者は送迎あり）　
※金曜は地域訪問及び第2・第4金曜は個別事業（リハビリ教室、男性の集い）を実施

①江川サテライト：祝日を除く月・木曜日（13：30～14：30）　　②下山サテライト：毎週金曜日（13：30～14：30）

対象者 安芸市在住の方

実施内容
（週や日のスケジュール等を記
載）

誰もが日中過ごせる場を提供するとともに、健康チェックやいきいき百歳体操・かみかみ百歳体操など介護予
防に取り組んでいます。また、なすの袋詰めや園芸や手芸や木工、調理、ニュースポーツなどを、障がい者や
地域の高齢者など、外部の方との交流も実施しており、楽しみや生きがいづくりを目指しています。また、毎週
水曜日15時～16時30分は「放課後子ども利用」を実施しており、障害児デイケアとの「夏休み子ども交流会」や
高齢者との「おやつ作り」も実施しています。その他、毎月第２金曜日に理学療法士によるリハビリ教室「お貯
筋フライデー」、毎月第４金曜日に男性の多世代交流を目的として「行け男（イケメン）フライデー」、毎月第2火
曜日に認知症カフェとして「SunSunカフェ」などを実施することで誰もが気軽に集える拠点として機能の充実を
図っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもから高齢者まで障害の有無に関わらず、誰もが日中過ごすことができる場所を提供します。

預かる 見守りが必要な高齢者などを一時的に預かります。

働く
生きがいづくりとしてなすの袋詰めや、手作りした作品をSunSunカフェ(認知症カフェ）やイベントなど
で販売します。

送る あったかふれあいセンターやサテライトへの送迎を行います。

交わる 地域住民や小学校、他の事業所や団体との交流を行います。

学ぶ 介護予防や健康、制度に関するミニ講座や研修を行います。

訪問

相談

つなぎ

生活支援
公的な支援では生活課題の解決につながらない事例について、地域包括支援センターや福祉事務
所、社会福祉協議会等と検討しながら支援をしていきます。

移動手段の確保
足を運んで自分の目で確かめ買い物をしたいとの利用者の希望に応えて、定期的に買い物レク
リェーションの実施をしています。

配食

泊まり

介護予防
いきいき百歳体操やかみかみ百歳体操、レクリェーションやものづくりのほか、地域の介護予防講座
などに参加をしています。

認知症カフェ 毎月第2火曜日13：00～14：30「SunSunカフェ」を実施しています。

子ども食堂

利用料金・利用条件等 利用料無料、昼食代400円程度（希望者のみ配食弁当）、創作にかかる材料費、飲み物などは実費負担。

PＲ

子どもから高齢者まで障がいの有無に関わらず、誰もが気軽に集える場所を提供し、住み慣れた地域で安心
して生活できる地域づくりを目指しています。地域とのつながりを大切にしながら様々な取り組みを行っていま
す。ニュースポーツのモルックを取り入れ、障害者グループや、小学校との交流など多世代間の交流を推進し
多くの利用者の生きがいづくりや地域との交流活動に取り組んでいきます。

PR動画：https://www.youtube.com/watch?v=-ku6e3tZrzg

安芸市あったかふれあいセンター

安芸市庄之芝町3-3　2F

attaka_aki@yahoo.co.jp

写真

安芸市役所健康介護課　地域包括支援センター

kaigo@city.aki.lg.jp

安芸市あったかふれあいセンター

実施場所

実施日時

地域の訪問については、定期訪問に加え関係機関から情報提供のあった地区への訪問を実施し、課
題やニーズの把握に努めます。また、地域訪問や相談受理した内容については、安芸市あったかふ
れあいセンターネットワーク会議や重層的支援体制整備事業と連携し適切な機関やサービス・地域
資源へ繋ぎ合わせることができるよう対応を協議します。

連絡先

上記について、
市町村問い合わせ先

実
施
機
能
の
具
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容
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